
柔道衣コントロール、計量方法について 

原則として柔道衣コントロール、計量（記録も含め）は審判の先生が行うものとする。 

人が足りない場合は各試合場の会場係の先生の力を借りるものとする。 

個人戦 

個人戦における計量は以下の通りにする。 

①各試合場で男女（階級別）に分かれ、整列する。その際、トーナメント表の番号順ではなく、早く来た

選手から並ぶものとする。また、各試合で男子 2 個、女子 2 個、計 4 個の体重計を使う。 

②審判の先生が柔道衣コントロールを行う。コントロールに引っかかる場合は各試合場の主任に報告し、

主任は本部へインカムで報告、会場の先生１名が選手を本部へ連れて行く。 

⇒引っかかる例 ・袖や裾が短い（規程の柔道衣ではない） ・ゼッケンにバッテンの縫い目がない など 

③柔道衣コントロールが終わった選手から自身の番号を計量係の先生に伝え、体重計に乗る。その際、道

衣の上衣は脱いで計量する。（男子は上半身裸、女子は白無地 T シャツワンポイント可）また、別室計量

したい場合は各試合場の主任にその旨を伝え、主任はインカムで本部へ報告、各試合場の別室担当の先生

がその選手を連れて、別室計量会場へ向かう。（本部の役員は別室会場にて待機している。） 

 

団体戦 

団体戦における計量は以下の通りとする。 

★女子・男子（各試合場 左⇒女子、右⇒男子のように整列させる。） 

①各試合場にチームごとに整列する。その際、トーナメント表の番号順ではなく、早く来たチームから並

ぶものとする。各チームの整列の仕方は申込順（補欠⇒先鋒～大将）で横一列に並ばせる。 

② 審判の先生が柔道衣コントロールを行う。コントロールに引っかかる場合は各試合場の主任に報告し、

主任は本部へインカムで報告、会場の先生１名が選手を本部へ連れて行く。 

⇒引っかかる例 ・袖や裾が短い（規程の柔道衣ではない） ・ゼッケンにバッテンの縫い目がない など 

③ 柔道衣コントロールが終わったチームから計量係の先生の指示で体重計に乗る。その際、道衣の上衣は

脱いで計量する。（女子は白無地 T シャツワンポイント可） 

④計量係の先生は選手の体重を記録し、オーダー用紙の順番を確定する。その際、その番号は選手と共有

するものとする。 

 

 

 



団体戦におけるオーダー用紙の記入の仕方について 

オーダー用紙の記入については以下のようにするものとする。 

☆体重測定時の記入の仕方 

①申込順（補欠⇒先鋒～大将）で体重計に乗る。 

②別紙（体重記入シート）にそれぞれの体重の選手を書き込む。 

③オーダー用紙に体重が軽い順に順番を書き込む。 

→書き込む場所は選手の名前の下に記入する。 

→欠場の場合は縦二重線を引く。 

 

 

 

 

 

☆試合前の提出方法 

①団体戦に出場するメンバーに変更があるないにかかわらず、会場のオーダー用紙係に提出する。 

②変更がない場合は、何も記入せずに提出する。 

③変更がある場合は、退く選手に縦二重線を引き、出場選手の決定①の欄に〇を記入して提出する。 

（一度退いた選手は、その後試合には出せないので、注意すること。） 

→例）滝沢選手が退いて、鈴木選手が入る場合は滝沢選手に縦二重線を引き、出場選手に〇を記入する。 

④もう一度、オーダー変更したい場合は決定②の欄を使い、③の手順を行う。 


